








































































































の 普 遍 主 義 」（‘Universalismus’ des 20. 
Jhdts.）の理想の下で，大量生産社会におけ
るデザインのあるべき形を模索する芸術家た
ちの姿に見出していたのである。
大量生産時代の芸術的課題としての〈作者不
詳の美学〉
　1930年代初頭，第２次世界大戦目前の混乱
期を生きた青年ペヴスナーの中には，「歴史
家は現代社会と無関係には存在し得ない」，
そして「現実の社会問題により責任を果たし
得る芸術・デザインが必要不可欠となってい
る」という確信が芽生えていた。それゆえ，
大衆の実生活上の必要に直接的に応えること
を念頭に置いたデザイナー・建築家が生み出
す日用品や日常的生活空間を，芸術文化史学
の研究対象として取り上げること，そして大
量生産品の中に芸術的価値は如何に生み出し
得るのかといった問題を芸術文化史学におけ
る同時代的課題として検討することは，大量
生産時代を生きる芸術文化史家ペヴスナーに
とって必然的なことであった。また，日用品
に対する芸術文化的関心は，さらに大量生産
品のデザイン性の向上を如何に達成するか，
という具体的な課題をペヴスナーの中に生み
出すことにもなった。
　ペヴスナーは，学生時代から歴史を学ぶ価
値を「歴史上の優れた先人たちが，様々な局
面でどのように行動してきたのかを知ること
にある」と考えていた。したがって自分が実
際に生きている時代に日々大量生産されてい
る諸製品について観察・考察する際にも，彼
は過去の先人たちの芸術的営みにヒントを探
し求めることになった。そして大量生産品・
既製品の美的質の向上を図る〈鍵〉を，ペヴ
スナーはルネサンス以前の中世の時代の，利
潤と営利的関心，そして現世的名声とは無縁
な職人たちの人生美学 ―〈作者不詳の美
学〉― に見出すことになったのである。ペ
ヴスナーによれば，デザイナーが強い使命感
によって個人の名声の獲得や経済的成功に囚
われずに現世的名声欲とデザイン行為による
蓄財の誘惑を断ち切ること，そして経営上の
採算にしばられず新しい芸術的可能性に挑戦
できる創作環境がデザイナーに与えられるこ
とは，大量生産時代の芸術性の向上をめざす
うえで獲得しなければならない基準であり，
〈大量生産時代の芸術的課題〉であった。
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